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は
じ
め
に

　
二
〇
一
〇
年
は
日
中
関
係
を
否
応
な
く
意
識
さ
せ
る
年
と
な
っ
た
。

そ
の
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ

る
。
一
方
、
上
海
に
お
い
て
は
国
際
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
か

ら
も
多
く
の
観
光
客
が
足
を
運
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
日
本
と
上
海
の
距
離
が
確
実
に
近
づ
い
た
年
と
も
い
え
る
。
ま
さ

に
こ
の
摩
擦
と
交
流
こ
そ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
と
上
海
の
関
係
は
さ
ほ
ど
古
い
も
の
で
は
な
く
、

今
か
ら
ほ
ん
の
一
六
〇
年
ほ
ど
し
か
遡
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
報

告
で
は
、
日
本
人
が
進
出
し
は
じ
め
た
明
治
一
〇
年
代
の
上
海
に
つ

い
て
、
領
事
報
告
に
記
さ
れ
た
内
容
と
、
私
立
学
校
設
置
を
め
ぐ
る

動
向
の
両
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

一
　
明
治
一
〇
年
代
半
ば
の
上
海

　
現
代
に
つ
な
が
る
日
本
人
と
上
海
の
出
会
い
は
、
一
八
六
二
（
文

久
二
）
年
に
高
杉
晋
作
ら
が
乗
船
す
る
千
歳
丸
の
派
遣
に
端
を
発
す

る
事
は
有
名
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
、
本
格
化
す
る
の
は
一
八
七
五

（
明
治
八
）
年
に
三
菱
商
会
が
横
浜
─
上
海
間
の
定
期
航
路
を
開
設

し
て
か
ら
で
、
こ
れ
以
降
、
日
本
人
居
留
民
が
次
第
に
増
加
し
て

い
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
の
日
清
修
好

条
規
の
締
結
と
、
翌
年
二
月
に
上
海
で
日
本
領
事
館
が
開
設
さ
れ
る

【
特
集
２
】─〔
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
〕

明
治
一
七
年
に
お
け
る
上
海
の
日
本
人
街
─
亜
細
亜
学
館
設
立
を
め
ぐ
っ
て

─

熟
　
　
美
　
保
　
子
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と
い
う
政
治
的
な
後
押
し
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
領
事
の
主
要
な
任
務
と
し
て
、
駐
在
国
に

お
け
る
本
国
及
び
在
留
日
本
人
の
利
益
保
護
が
あ
り
、
毎
年
あ
る
い

は
半
年
に
一
度
の
割
合
で
、
上
海
か
ら
も
領
事
報
告
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
が
外
務
省
に
残
さ
れ
た
『
通
商
彙
編
』
で
あ
る
。
そ
の

中
味
を
見
る
と
、
日
本
と
同
じ
く
茶
の
生
産
国
と
い
う
点
を
意
識
し

て
い
る
た
め
か
、
中
国
茶
の
動
向
が
毎
年
の
報
告
事
項
の
中
心
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
各
国
へ
の
輸
出
高
や
茶
の
銘
柄
ご
と
の
価
格
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
『
通
商
彙
編
』
か
ら
、
東
洋
学
館
が
設
立
さ
れ
た
時
期
の
上

海
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に

は
一
〇
二
六
艘
の
汽
船
と
一
八
四
艘
の
帆
船
が
上
海
に
入
港
し
て
い

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
最
も
多
い
の
が
国

内
船
、
す
な
わ
ち
中
国
沿
海
か
ら
の
も
の
で
、
そ
の
次
に
日
本
の
汽

船
一
五
八
艘
、
帆
船
四
一
艘
と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
と
に
続
く

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
汽
船
五
四
艘
、
帆
船
一
艘
の
数
値
に
大
き
く
溝
を

あ
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
上
海
に
入
港
し
た
船
は
、
生
金
巾
や
天
竺
布
な
ど
の
繊
維

製
品
を
は
じ
め
、
様
々
な
商
品
を
運
ん
で
き
た
。
一
八
八
四
年
に
お

け
る
上
海
の
総
輸
入
額
は
合
計
四
七
一
五
万
八
〇
一
三
両
で
あ
る
。

そ
の
内
訳
は
、
一
位
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
輸
入
で
一
六
五
六
万
一
一

二
〇
両
、
二
位
は
イ
ン
ド
か
ら
の
一
六
三
三
万
八
九
八
一
両
、
三
位

は
香
港
か
ら
の
五
七
〇
万
三
〇
五
八
両
、
日
本
は
四
位
に
位
置
し
て

お
り
、
三
三
二
万
四
四
〇
〇
両
で
あ
っ
た
。

　
一
八
四
〇
（
天
保
一
一
）
年
の
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
か
ら
、
三
角
貿

易
と
称
さ
れ
る
関
係
性
を
築
い
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
や
イ
ン
ド
、
割
譲

さ
れ
る
以
前
は
本
来
清
国
で
あ
っ
た
香
港
に
次
い
で
、
他
の
欧
米
列

強
を
差
し
置
い
て
、
日
本
は
輸
入
相
手
国
と
し
て
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
上
海
進
出
へ
の
活
発
な
動
き
を
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
界
各
地
か
ら
上
海
に
輸
入
さ
れ
た
商
品
は
中
国
市

場
に
お
い
て
の
み
消
費
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
上
海
か
ら
他
国
へ
と

さ
ら
な
る
輸
出
展
開
が
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
相
手
国
と
し
て
、
香

港
の
六
三
万
五
二
三
八
両
に
つ
い
で
、
日
本
は
五
四
万
二
五
六
九
両

と
二
位
の
位
置
に
つ
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
と
っ
て
の
上

海
は
外
国
商
品
を
入
手
す
る
重
要
な
港
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
の
時
期
に
上
海
領
事
を
務
め
て
い
た
の
が
安
藤
太
郎
（
一
八
四

六
～
一
九
二
四
）
で
あ
る
。
彼
は
元
新
選
組
隊
士
で
、
戊
辰
戦
争
時

に
は
函
館
ま
で
榎
本
武
揚
と
運
命
を
共
に
し
た
の
ち
降
伏
し
、
謹
慎
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処
分
を
経
て
赦
免
さ
れ
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
に
は
岩
倉
具
視

の
欧
米
使
節
団
に
も
随
行
し
た  
 

。
帰
国
後
は
外
務
省
に
入
り
、
翻
訳

官
な
ど
を
つ
と
め
た
後
、
ま
ず
香
港
領
事
に
就
任
し
て
い
る
。

　
安
藤
太
郎
が
上
海
に
赴
任
し
た
の
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年

六
月
下
旬
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
直
後
に
清
仏
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、

彼
の
任
務
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
通

商
彙
編
』
を
見
る
と
、
こ
の
年
の
三
菱
郵
船
に
よ
る
船
客
数
は
、
上

中
下
等
あ
わ
せ
て
二
七
一
〇
人
と
記
さ
れ
て
お
り
、
前
年
に
比
べ
て

五
八
三
人
の
減
少
と
な
っ
た
。
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
安
藤
は
、

「
一
般
ノ
貿
易
上
ニ
異
常
ノ
衰
頽
ヲ
與
ヘ
シ
ト
モ
見
做
サ
レ
難
ク
、

却
テ
此
半
季
間
上
海
海
関
ニ
収
入
セ
シ
輸
出
入
税
額
ハ
前
年
ノ
同
季

ト
比
較
上
ニ
テ
其
超
過
ス
ル
」
と
、
戦
争
に
よ
っ
て
貿
易
は
減
退
す

る
か
に
見
え
た
が
、
税
関
の
収
入
そ
の
も
の
は
前
年
に
比
べ
て
一
六

万
七
五
二
五
両
も
超
過
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

　
こ
の
超
過
の
要
因
に
つ
い
て
、
安
藤
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
述
べ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
争
中
と
は
い
う
も
の
の
、
常
に
非
常
事
態

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
中
国
商
人
に
は
「
一
種
特
別
ナ

ル
気
風
」
が
あ
る
か
ら
だ
と
も
い
う
。
ど
の
よ
う
に
特
別
か
は
詳
述

さ
れ
て
い
な
い
が
、
彼
の
中
に
中
国
人
認
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

は
事
実
で
あ
る
。

（
１
）

　
こ
の
よ
う
な
清
仏
戦
争
を
め
ぐ
る
上
海
の
動
向
と
は
別
に
、
赴
任

直
後
の
安
藤
を
困
惑
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、「
東
洋
学
館
」

に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
た
。

二
　
東
洋
学
館
の
そ
の
後

　
日
本
人
が
大
陸
の
玄
関
口
で
あ
る
上
海
に
進
出
し
始
め
た
一
八
八

四
年
八
月
七
日
、
日
本
人
経
営
の
学
校
と
し
て
東
洋
学
館
が
開
設
さ

れ
た
。
開
設
当
初
の
東
洋
学
館
の
実
態
や
設
立
意
図
な
ど
に
つ
い
て

は
、
拙
稿
で
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る 
 

。
本
報
告
で
は
、
東
洋
学

館
の
開
設
か
ら
わ
ず
か
二
ヶ
月
で
亜
細
亜
学
館
と
改
称
さ
れ
た
学
校

の
実
態
に
つ
い
て
、
外
交
史
料
館
所
蔵
の
『
清
国
上
海
亜
細
亜
館

（
東
洋
学
館
）
設
立
一
件
』
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
亜
細
亜
学

館
へ
と
改
称
し
て
以
後
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
佐
々
博
雄
氏
の
研
究

が
参
考
に
な
る 
 

。

　
ま
ず
亜
細
亜
学
館
の
立
地
だ
が
、
東
洋
学
館
開
設
当
時
の
虹
口
乍

浦
路
第
二
三
号
館
か
ら
移
転
し
、
少
し
離
れ
た
崑
山
路
第
八
号
館
を

借
家
し
、
寄
宿
制
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
を
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
清
国
上
海
亜
細
亜
館
（
東
洋
学
館
）
設
立
一
件
』
に
収
め
ら
れ
た
間

取
り
図
を
見
る
と
、
間
口
四
間
半
、
奥
行
一
二
間
の
敷
地
で
あ
っ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
こ
に
二
階
建
て
で
、
中
二
階
も
あ
る
建
物

（
２
）

（
３
）
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が
設
け
ら
れ
た
。
二
階
は
生
徒
が
宿
泊
す
る
寄
宿
所
、
中
二
階
が
会

計
局
・
幹
事
局
と
い
う
事
務
関
係
の
部
屋
、
一
階
に
教
室
や
台
所
、

雪
隠
な
ど
が
割
り
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

　『
清
国
上
海
亜
細
亜
館
（
東
洋
学
館
）
設
立
一
件
』
に
は
入
学
に
あ

た
っ
て
の
規
定
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
生
徒
心
得
の
冒
頭
に
は
、

「
亜
細
亜
諸
邦
ノ
交
流
ヲ
密
ニ
シ
、
貿
易
ノ
隆
盛
ヲ
計
ラ
ン
コ
ト
ヲ

期
ス
」
と
、
設
立
目
的
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
生
徒
一
名
に

つ
き
一
ヶ
月
八
ド
ル
の
費
用
が
必
要
と
さ
れ
、
こ
れ
が
授
業
料
と
食

費
や
雑
費
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
。

　
生
徒
の
定
員
は
三
〇
〇
名
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、
一
五
歳
以
上
と

の
年
齢
制
限
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
亜
細
亜
学
館
に
入
学
す

る
者
に
は
、「
小

学
全
科
卒
業
ノ
者
、

若
ク
ハ
之
ニ
相
当

ス
ル
学
力
ヲ
有
ス

ル
モ
ノ
」
と
い
う

小
学
校
卒
業
程
度

の
能
力
が
求
め
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
ら
に
亜
細
亜
学

館
で
は
、「
清
国
ノ
言
語
（
南
北
官
話
）
ヲ
教
ヘ
併
セ
テ
英
国
語
学
ヲ

教
授
ス
ル
ヲ
目
的
」
と
す
る
た
め
に
、
中
国
人
や
英
国
人
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
教
師
も
雇
用
し
て
い
る
。

　
当
然
な
が
ら
進
級
に
つ
い
て
も
規
定
が
あ
り
、
毎
月
末
の
小
試
験

と
、
六
月
と
一
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
る
学
期
末
の
定
期
試
験
で
判
定

さ
れ
、
卒
業
に
い
た
っ
て
は
試
験
を
課
す
予
定
で
あ
っ
た
。
毎
日
の

授
業
時
間
も
九
時
か
ら
一
二
時
お
よ
び
一
時
か
ら
三
時
の
計
五
時
間

と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
表
１
の
各
学
科
（
教
科
）
時
間
数
を
見
る
と
、

英
学
三
〇
時
間
・
清
学
四
八
時
間
と
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
開
設
当
初
の
規
定
で
あ
り
、
亜
細
亜

学
館
の
実
際
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。

表１　亜細亜学館課程表

清　　学英　　学

週の時間数学科週の時間数学科

１２時間語言６時間読書
１２時間読書６時間書取
１２時間書取６時間文法
１２時間作文６時間対話

６時間数学

注：『清国上海亜細亜館（東洋学館）設立一件』
より作成。

　　１～３年次まで学科の時間数は共通。
　　ただし、１年次については清学の作文は

ない。

表２　亜細亜学館休業日

毎週日曜日

９月２３日（秋季皇霊祭）祝祭日
１０月１７日（神嘗祭）
１１月３日（天長節）
１１月２３日（新嘗祭）
１月３０日（孝明天皇祭）
２月１１日（紀元節）
３月２１日（春季皇霊祭）

４月３日（神武天皇祭）

１２月２８─３１日年末

１月１─７日年始

注：『清国上海亜細亜館（東洋学館）設立一
件』より作成。
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さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
在
外
学
校
と
は
い
え
あ
く
ま
で
も
そ

の
中
身
は
日
本
社
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
休
業
日

に
つ
い
て
、
表
２
と
し
て
挙
げ
て
お
い
た
。
日
曜
日
や
年
末
年
始
以

外
に
、
紀
元
節
（
二
月
一
一
日
）、
新
嘗
祭
（
一
一
月
二
三
日
）、
天
長

節
（
一
一
月
三
日
）
な
ど
も
該
当
し
、
海
外
に
あ
り
な
が
ら
も
日
本

の
暦
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

三
　
日
本
人
学
校
に
対
す
る
内
外
の
対
応

　
そ
れ
で
は
、
亜
細
亜
学
館
と
改
称
さ
れ
た
か
つ
て
の
東
洋
学
館
を

め
ぐ
っ
て
、
現
地
お
よ
び
日
本
に
い
る
双
方
の
担
当
役
人
は
ど
の
よ

う
な
意
見
を
交
わ
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
清
国
上
海
亜
細
亜
館

（
東
洋
学
館
）
設
立
一
件
』
か
ら
は
、
そ
の
や
り
取
り
を
つ
ぶ
さ
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
も
そ
も
総
領
事
は
学
校
に
関
す
る
諸
法
規
を
公
布
し
な
が
ら
、

行
政
上
の
取
り
締
ま
り
を
行
う
立
場
で
あ
る 
 

。
そ
こ
で
、
こ
の
東
洋

学
館
を
最
も
近
く
で
み
て
い
た
、
上
海
領
事
安
藤
太
郎
の
認
識
を

追
っ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
亜
細
亜
学
館
に
改
称
す
る
以
前
の
東
洋
学
館
に
つ
い
て
、
彼

は
上
海
の
事
情
に
通
じ
て
い
な
い
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、

生
徒
は
授
業
に
出
席
せ
ず
、
歓
楽
街
に
出
る
な
ど
東
洋
学
館
は
有
名

（
４
）

無
実
の
学
校
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
も
と
も
と
安
藤
太
郎
は
上

海
に
つ
い
て
、
清
国
各
地
の
中
で
最
も
風
紀
の
よ
く
な
い
地
域
で
あ

り
、
数
百
の
少
年
を
教
授
す
る
場
所
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と

の
見
解
を
も
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
八

月
に
開
設
し
た
メ
ン
バ
ー
が
中
江
兆
民
・
植
木
枝
盛
・
杉
田
定
一
な

ど
名
だ
た
る
自
由
民
権
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
由
党
の
党
力
養

成
の
機
関
に
な
る
と
も
危
惧
し
て
い
る
。
加
え
て
、
徴
兵
令
逃
れ
の

口
実
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
東
洋
学
館
に
対
し
て
批
判
的
な
見
解
を
繰

り
返
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
一
八
八
四
年
一
〇
月
に
館
長
が
末
廣
重
恭
に
変
更
と
な

り
、
亜
細
亜
学
館
と
名
称
を
変
更
し
て
規
定
そ
の
も
の
も
改
定
さ
れ

て
か
ら
は
、
安
藤
の
認
識
に
変
化
が
見
え
始
め
た
。
ま
ず
、
一
〇
〇

名
ほ
ど
の
入
学
生
が
す
で
に
渡
航
の
契
約
を
す
ま
せ
て
お
り
、
次
の

便
で
は
四
〇
～
五
〇
名
が
出
発
予
定
で
あ
る
の
で
今
更
中
止
に
は
で

き
な
い
と
、
一
〇
月
二
三
日
の
時
点
で
は
妥
協
と
も
と
れ
る
見
解
を

示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
週
間
後
に
は
、
亜
細
亜
学
館
の
改
定
が
な

さ
れ
た
こ
と
、
当
初
の
よ
う
に
政
党
を
つ
く
る
恐
れ
も
な
く
、
徴
兵

令
に
も
反
せ
ず
、
何
よ
り
日
清
間
の
貿
易
推
進
の
役
に
立
つ
だ
ろ
う

と
好
意
的
な
意
見
に
変
化
し
て
い
る
。

　
安
藤
に
こ
の
よ
う
な
認
識
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
、
残
念
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な
が
ら
不
明
で
あ
る
。
一
八
八
五
（
明
治
一
八
）
年
二
月
に
は
亜
細

亜
学
館
が
財
政
危
機
の
状
態
に
お
ち
い
っ
た
た
め
、
日
本
政
府
に
正

式
認
可
と
そ
れ
に
と
も
な
う
援
助
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
少
な
く
と
も
領
事
の
彼
自
身
も
亜
細
亜
学
館
の
運
営
維
持
を

願
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
対
し
て
、
日
本
に
お
け
る
関
係
省
庁
役
人
の
見
解
は
い
か
な
る
も

の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
外
務
省
は
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）

年
一
一
月
一
〇
日
付
で
、
亜
細
亜
学
館
は
海
外
に
日
本
人
が
つ
く
る

最
初
の
学
校
で
あ
り
、
現
地
で
の
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
を
は
ら
う

よ
う
求
め
て
い
る
。
一
方
、
文
部
卿
の
大
木
喬
任
は
一
八
八
五
年
三

月
一
九
日
付
で
、
規
則
な
ど
に
何
も
問
題
は
な
い
が
、
学
校
代
表
者

の
末
廣
が
投
獄
経
験
者
と
い
う
点
は
学
校
設
置
の
法
に
反
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
徴
兵
に
も
関
わ
る
問
題
な
の
で
、
陸
軍
省
に
問
い
合
わ
せ

て
ほ
し
い
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　
実
際
、
徴
兵
を
め
ぐ
っ
て
当
時
の
軍
は
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
一

八
八
三
（
明
治
一
六
）
年
一
二
月
に
改
正
さ
れ
た
徴
兵
令
の
一
八
条

に
は
、
徴
兵
猶
予
に
つ
い
て
の
条
件
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
第

七
項
に
は
海
外
に
留
学
中
の
猶
予
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
を

利
用
し
て
、
徴
兵
忌
避
を
目
的
に
海
外
に
留
学
す
る
者
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
風
刺
記
事
の
存
在
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る 
 

。

（
５
）

　
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
っ
て
、
当
時
の
陸
軍
省
の
見
解
は
興
味
深

い
。
一
八
八
五
年
四
月
九
日
付
の
記
録
を
見
る
と
、
鹿
児
島
出
身
の

陸
軍
卿
大
山
巌
は
あ
く
ま
で
も
個
人
的
意
見
と
こ
と
わ
っ
た
上
で
、

中
国
や
朝
鮮
は
距
離
的
に
近
く
、
海
外
留
学
に
値
し
な
い
と
述
べ
て

い
る
。
徴
兵
逃
れ
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
亜
細
亜
学
館
に
も
否
定
的

な
見
解
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
授
業
内
容
か
ら
も
上
海
で
な
く
国
内
に
開
設
し
て
も
問
題

は
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
る
と
、

東
洋
学
館
の
時
に
は
語
学
だ
け
で
な
く
、
文
学
や
経
済
な
ど
様
々
な

分
野
を
学
習
で
き
る
よ
う
準
備
さ
れ
て
い
た 
 

が
、
亜
細
亜
学
館
に
変

更
以
後
は
英
語
・
中
国
語
を
習
得
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
た
、

語
学
学
校
的
色
合
い
が
強
い
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
陸
軍
卿
と
し
て
海
外
設
置
に
否
定
的
な
意
見

を
表
明
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
結
局
は
こ
れ
ら
本
国
か
ら
の
意
見
も
あ
っ
て
、
亜
細
亜
学
館
は
日

本
政
府
か
ら
私
立
学
校
と
し
て
の
公
的
認
可
を
最
後
ま
で
得
る
こ
と

は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
財
政
は
行
き
詰
ま
り
、
一
年
で
の
閉

鎖
と
な
っ
た
。

（
６
）
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お
わ
り
に

　
本
報
告
を
通
し
て
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
第
一
に
、
領
事
報
告
に
記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、

明
治
初
期
は
次
第
に
日
本
人
が
上
海
に
足
を
踏
み
入
れ
始
め
た
時
期

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
上
海
は
日
本
に
と
っ
て
様
々
な
物
資
を
入
手
す

る
重
要
な
拠
点
で
あ
っ
た
。

　
第
二
に
、
在
外
日
本
人
の
増
加
は
現
地
に
お
け
る
「
日
本
社
会
」

の
形
成
を
促
す
こ
と
に
な
り
、
上
海
で
も
日
本
人
学
校
と
し
て
東
洋

学
館
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
亜
細
亜
学
館
と
名
称
を
変
更
し
て

場
所
も
移
転
し
て
か
ら
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
語
学
学
校
的
要
素
が

濃
く
な
っ
た
。

　
第
三
に
、
亜
細
亜
学
館
の
経
営
は
順
調
で
は
な
く
、
当
初
は
反
対

の
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
上
海
領
事
安
藤
太
郎
も
、
運
営
維
持
の
た
め

に
本
国
日
本
と
度
重
な
る
交
渉
を
お
こ
な
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
日
本
の
関
係
省
庁
で
あ
る
文
部
省
・
陸
軍
省
か
ら
徴
兵
令

や
設
立
者
の
経
歴
な
ど
の
点
で
反
対
を
受
け
、
経
営
難
の
た
め
に
一

年
も
た
た
ず
に
亜
細
亜
学
館
は
閉
校
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
一
八
八
四
（
明
治
一
七
）
年
に
開
設
さ
れ
た
東
洋
学

館
に
つ
い
て
、
安
岡
昭
男
氏
は
情
報
収
集
の
拠
点
と
位
置
づ
け
て
い

る  
 

。
上
海
に
設
置
さ
れ
た
日
本
の
学
校
と
い
え
ば
、
一
九
〇
一
（
明

治
三
四
）
年
の
東
亜
同
文
書
院
が
あ
ま
り
に
有
名
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
学
生
の
中
国
調
査
旅
行
を
制
度
化
し
て
お
り
、
そ
れ
が
後
に
日
本

軍
へ
の
情
報
提
供
に
も
つ
な
が
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
し
か
し
東
洋
学
館
と
日
本
側
の
中
国
情
報
収
集
へ
の
か
か
わ
り
に

つ
い
て
は
、
教
師
や
学
生
な
ど
関
係
者
が
閉
校
以
後
に
ど
の
よ
う
な
動

き
を
見
せ
た
か
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）　
角
山
栄
『「
通
商
国
家
」
日
本
の
情
報
戦
略
』（
日
本
放
送
出
版

協
会
、
一
九
八
八
年
）。

（
２
）　
熟
美
保
子
「
上
海
東
洋
学
館
と
『
興
亜
』
意
識
の
変
化
─
杉
田

定
一
を
中
心
に
─
」（『
経
済
史
研
究
』
一
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
３
）　
佐
々
博
雄
「
清
仏
戦
争
と
上
海
東
洋
学
館
の
設
立
」（『
国
士
舘

大
学
文
学
部
人
文
学
会
紀
要
』
第
一
二
号
、
一
九
八
〇
年
）。

（
４
）　
高
橋
孝
助
・
古
廐
忠
夫
編
『
上
海
史
─
巨
大
都
市
の
形
成
と

人
々
の
営
み
─
』（
東
方
書
店
、
一
九
九
五
年
）。

（
５
）　『
団
団
珍
聞
』
四
一
八
号
。

（
６
）　
前
掲
注（
２
）。

（
７
）　
安
岡
昭
男
「
幕
末
・
明
治
前
期
の
対
ア
ジ
ア
交
渉
」（『
明
治
維

新
と
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
み
の
り
　
み
ほ
こ
・
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
、

大
阪
経
済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
研
究
員
）

（
７
）


